
平成２１年度救急業務における ICT 化に関する検討会  
第１回議事要旨 

 

Ⅰ 日時  平成２１年１１月６日（金） １４：００～１６：００ 

 

Ⅱ 場所  日本消防設備安全センター第１・第２会議室 

 

Ⅲ 出席者（順不同） 

  メンバー   織田委員、片岡委員、金岡委員、小林委員、中西委員、松田委員 

         山尾委員、山口氏（山本委員代理） 

  消防庁    開出室長、森田課長補佐、梅澤係長、木原事務官 

  事務局    落合副部長、石渡調査役、松﨑主事 

  欠席者    山本委員 

 

Ⅳ 次第 

  １ 開会 

  ２ あいさつ 

    消防庁救急企画室長 開出英之 

  ３ 委員紹介 

  ４ 座長選出 

  ５ 会議の公開・非公開について 

  ６ 議事 

（１） 救急業務におけるＩＣＴの活用に関する検討内容について 

（２） スケジュールについて 

（３） その他 

  ７ 閉会 

 

 

Ⅴ 会議経過 

 １ 開会〔事務局〕 

  

 ２ あいさつ 

消防庁救急企画室長 開出 

 

３ 委員紹介 

  事務局より、委員、代理出席者の紹介が行われた 

資料 ４ 



 

４ 座長選出 

  委員の互選により、織田成人委員（千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医 

学 教授）が選出され、就任が決定された。 

 

 ５ 座長挨拶 

    

 ６ 資料確認 

   事務局より配布資料の確認があった。 

 ７ 会議の公開・非公開について 

   織田座長の説明により、本検討会を原則として公開とすることが了承され

た。 

 

 ９ 議事 

（１） ＩＣＴの活用に関する実証検証についての説明 

◆ 事務局より、資料１に基づいて、ＩＣＴの活用に関する実証検証の概

要について説明がなされた。 

 

【意見交換・質疑応答】 

・ 交通外傷の場合現場の状況は非常に重要、カメラで映してもらえればか

なり参考になる。 

・ 今回の実証検証では、指導医側及び医師側からカメラ操作は出来ないよ

うになっている。音声通話で救急隊にズーム等の依頼をすることになる。 

・ 状況によっては救急隊員が機材の操作に忙殺されてしまう、救急隊員が

多忙な時には考慮する必要がある。 

・ 熱傷の程度だとか、切断肢が再接着できるかというような細かい情報伝

達も想定される。 

 

（２） 吹田市消防局の実施している実験の概要。 

◆ 中西委員より、ＩＣＴを活用した救急業務の事例紹介として、吹田

市消防本部が運用しているモバイルテレメディシンシステムについ

て説明がなされた。概要は以下の通り。 

 

１． 平成１４年７月に国立循環器病センターの産学官連携開発プロジェ

クトチームにより、救急車の更なる救命率の向上に資することを目

的として立ち上げられた。 



２． 運用開始は平成２０年６月２日より。 

３． 伝送はＮＴＴドコモのＦＯＭＡカードを用いたパケット通信で、イ

ンターネットを使用して国立循環器病センターのパソコンに伝送す

る。 

４． 病院では２台のモニタを設置し、動画と１２誘導心電図波形を表示

している。 

５． 搬送基準は心疾患のみでプロトコールはない。 

６． 運用開始から平成２１年９月３０日までで９０症例の伝送を行った。 

７． 大きな効果として、救急救命士と医師とのコミュニケーションが充

実した。従来の音声のみのやり取りよりも正確な情報伝達ができる

ようになった。 

 

 【意見交換・質疑応答】 

・ 昨年度に金沢市で行った実証検証との大きな違いは、テレビ電話ではな

くインターネット回線で情報を送っているところ。送られる情報は基本

的には同じ。 

・ 送信されるデータは、救急車内には残さないが、病院側では倫理委員会

の規定に基づいて残される。画面に関してはその場限り。 

・ 画像情報に関しては、病院は病院側の倫理委員会で、消防側は吹田市の

個人情報審査委員回に報告し、了承を得た。 

・ システム自体を市民に知らせるために事業に関する広報を行った。市民

からのクレーム等は特になかった。 

・ あくまでも一方向からの送信で、双方向の会議システムという機能は入

っていない。 

・ 昨年度に金沢市で行った実証検証では、医師から映像を求めにいくかた

ちで、救急隊が特定行為を行う手技等を主に確認してもらっていた。救

急隊が医師から指示をもらって機材を操作するようなものではなかっ

た。 

・ 昨年度の実証検証では、医師が傷病者の状態を見て搬送先が変更になっ

たという事例はなかった。 

・ 平成２２年３月３１日で終了の予定だが、吹田消防保有の機材が２台あ

るため、システム自体は継続していく。 

 

（３） 実証検証の詳細について 

◆ 事務局より、資料４に基づいて今回の実証検証の詳細について説明

がなされた。 



 

   【意見交換・質疑応答】 

・ 指令センターにいる指導医と２箇所の医療機関にいる医師との間では

音声を共有する事ができる。 

・ 救急隊は指導医とのみ音声を共有することができるため、医師の間でデ

ィスカッションした結果は指導医から伝えるかたちになる。 

・ カメラは固定と、ある程度自由がきくカメラの２つ用意されており、画

像は格段にアップしている。 

・ 画像伝送の結果、伝送先の３次病院で受け入れる必要はなく２次や１次

の医療機関で充分となった場合でも、効果があったと判断できる。 

・ 画像伝送システムは、ポジティブな効果の他にネガティブな無駄を避け

るという意味でも効果が大きいのではないか。 

・ 救急隊が機材の操作をすることで、応急手当が中断することのないよう

な方向で検証を行って欲しい。 

・ ビデオ会議システムを常時繋ぎっぱなしにするのか、必要な時だけ使う

のかで即応性の面で違いが出てくるのではないか。 

・ ビデオ会議システムを設置する際、インターネットのネットワーク設定

でかなり複雑なところがあるので、充分なサポートが必要になる。 

 

（４） 実験装置デモ 

 ◆実際に実証検証で使用する機材を使いデモが行われた。 

 

 【意見交換・質疑応答】 

・ 病院間のビデオ会議システムが非常に良い。常駐医が居ない消防本部で

も、画像伝送を行って医療機関の医師が外傷や内疾患を見分けてくれれ

ば一番助かる。 

・ 夜に１人で当直するような病院もあるが、ビデオ会議のように大勢の目

で見て的確な判断が出来ればそれに越したことはない。 

・ 今回は近くから撮るカメラと遠くから全体を撮るカメラを用意したの

で、アップの画像が必要な時以外は極力救急隊が操作をしなくて済むよ

うになっている。 

・ ハンディカムで現場の画像を撮影する場合には、消防車をもう１隊出し

てペア連携でやった方がいいかもしれない。 

 

（５） 実証検証のスケジュール 

◆ 事務局より、実証検証のスケジュールが説明された。 



     

１． １１月中に実証実験を開始し、１月３０日に終了。 

２． 検証結果を集計し、取りまとめた後に第２回検討会を開催する。 

   

 

（６） 次回開催日の決定 

  次回検討会は平成２２年２月ごろ開催予定とされた。 

     

 １０ 閉会〔事務局〕 

    １６：００閉会 


